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祝・100歳！ 本
もとまつ

松末
す え こ

子さん祝・100歳！ 日
ひ の

野朝
あ さ こ

子さん

おいしい「つや姫」でW
ダブル

受賞祝・100歳！ 工
く ど う

藤美
み よ こ

代子さん

100歳を迎えた本松末子さん（中央）100歳を迎えた日野朝子さん（前列中央右）

衞藤道徳さん（中央）、佐々木良忠さん（右）100歳を迎えた工藤美代子さん（前列中央左）

　３月５日、本
もとまつ

松末
す え こ

子さんが100歳の誕生日を迎えられま
した。誕生日を前に日野町長が入所施設を訪問し、長寿
をお祝いしました。
　玖珠町出身の本松さんは、農業や葉たばこ生産に励み
ながら４人のお子さんを育て上げられました。現在は読書
を楽しみながら過ごされているそうです。
　100 歳を迎えた心境を「施設の方が良くしてくださり、
長生きしてよかった。皆に祝ってもらって私は果報者です」
と喜びを語っていました。

　３月４日、日
ひ の
野朝

あ さ こ
子さんが100歳の誕生日を迎えられま

した。誕生日を前に日野町長が入所施設を訪問し、長寿
をお祝いしました。
　野上地区出身の日野さんは、米や葉たばこの生産、牛
の飼育に励み、４人のお子さんを育て上げられました。
　裁縫や山菜採りが得意でゼンマイやワラビを調理するこ
とを楽しみにされていたそうです。現在は孫 10人、ひ孫
21人、玄

やしゃご
孫 6人に恵まれています。長男の日

ひ の
野孝

た か き
喜さん

は「母はずっと家を守ってくれた。100歳を迎えられてう
れしい」と喜びを語っていました。

　「大分県つや姫コンテスト」で最優秀賞に輝いた衞
え と う

藤
道
みちのり

徳さんと優秀賞の佐
さ さ き

々木良
よしただ

忠さんが日野町長に受賞を
報告しました。
　同コンテストは県ブランド米「大分つや姫」の品質向上を
目的に県内 40人が出品。タンパク質含有量やおいしさな
どの審査が行われました。
　衞藤さんは「こまめな田の管理がいい結果につながっ
た」、佐々木さんは「受賞できて嬉しい。これからの励み
になる」とそれぞれ喜びを語りました。

　３月６日、工
く ど う

藤美
み よ こ

代子さんが 100歳の誕生日を迎えられ
ました。日野町長が入所施設を訪問し、長寿をお祝いしま
した。祝福を受け、工藤さんは「100 年生きてきてよかっ
た」と喜びを語りました。
　南山田地区出身の工藤さんは、４人のお子さんを育て、
現在は孫８人、ひ孫８人、玄

やしゃご
孫２人に恵まれています。

　長男の工
く ど う

藤隆
たかし

さんは「母は家族や人のために尽くしてく
れた。感謝しています」と語っていました。
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台湾・豊浜郷と深める友情美しい音色で全国の頂点へ

ブルーベリー栽培で全国表彰！「ひとめぼれ」特A獲得報告

日野町長（左）と邱福順豊浜郷長（右）最優秀賞を受賞した香下奏斗さん（中央）

「産地を次世代へ」と語る安達誠さん（右）5年連続１０回目の「特A」獲得となりました

　台湾の花
か れ ん け ん

蓮県豊
ほうひんきょう

浜郷から邱
きゅうふくじゅん

福順豊浜郷長をはじめとし
た11名の訪問団が九重町を訪れました。令和６年の連携・
協力の覚書締結に基づくもので、この日は東飯田小学校
の視察や九重グリーンツーリズム研究会との交流を実施し
ました。
　日野町長が「末長い友情を築いていきたい」と歓迎する
と、邱郷長は「異なる文化を経験し、良い部分を学びたい。
九重町は環境を大切にしていると感じた。学んだ成果を
共有したい」と、今後の交流への期待を語りました。

　第13 回九州新聞社ピアノコンクール全国大会の５・６
年生自由曲コースで最優秀賞に輝いた香

こうした
下奏

か な と
斗さんが日

野町長へ受賞を報告しました。
　香下さんは「本番はドキドキしたけど、大きな賞を取るこ
とができて良かったです」と喜びを語りました。日野町長が
「人の心を動かすことは大変難しいこと。また新たな目標
を持って挑戦を続けてほしい」とエールを送ると、香下さ
んは「もっと大きな賞を取ってまた報告に来ます」と意気
込んでいました。

　ブルーベリー「安達農園」を経営する安
あんだち

達誠
まこと

さん・久
く み

美
子
こ
さんご夫婦が、第27回全国果樹技術・経営コンクールで

農林水産省農産局長賞、令和７年度全国優良経営体表彰
で全国担い手育成総合支援協議会会長賞を受賞しました。　
全国に先駆けたグローバルG

ギャップ
APや有機 J

ジャス
AS認証の取得、

周年出荷や販路拡大など、高い栽培技術と経営実績が評
価されました。
　安達さんは「地域の仲間の皆さんのおかげで受賞できま
した。産地を次の世代へ繋いでいきたい」と思いを語りま
した。

　令和７年産米の食味ランキングで大分県西部地区の「ひ
とめぼれ」が最高評価の「特Ａ」を獲得し、ＪＡおおいた西部
エリア営農経済センターの皆さんが報告に訪れました。
　同地区では５年連続の快挙で、お米の良食味産地とし
て全国に PR することができました。
　令和7年度から九重の自然や高原
をイメージした新パッケージを採用し、
ふるさと納税の返礼品としても活用さ
れており、全国の皆さんに九重の味
をお届けしています。
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3027 地域への貢献に感謝安全な町づくりを目指して

厚生労働大臣特別表彰を受けた武石丸美さん（右）最新の消防設備でより地域の安全を守ります

　令和７年度民生委員・児童委員厚生労働大臣特別表
彰伝達式が行われ、日野町長から武

たけいし
石丸

ま る み
美さんへ「厚生

労働大臣表彰」および「全国民生委員・児童委員連合会
表彰」が伝達されました。あわせて九重町民生委員表彰
も行われました。武石さんは奥双石、中巣、寺田行政区
の民生委員・児童委員として７期21年という長きにわたり
地域福祉のためにご尽力されました。
　受賞にあたり、武石さんは「大変なこともありましたが、
関係機関の皆さまのご協力のおかげで続けることができま
した。今後もお力添えできたら」と語っていました。

　水槽付き消防ポンプ自動車１台を購入し、九重町消防
団第１１分団25部に引き渡されました。
　班長の江

え と う
藤慎

し ん や
也さんから「子どもから高齢者まで安心し

て暮らせる災害と犯罪のないまちづくりを目指します」とお
礼のあいさつがありました。

防衛省から交付された再編関連訓練移転等交
付金を活用し整備【事業費40,216千円、
充当額38,067千円】

防衛省エンブレム▶

よろしくお願いします

新採用職員を紹介します！令和8 年度

衛
え と う

藤　えりか
（みつばこども園）

佐
さ と う

藤　彩
あ や ね

音
（地域共生支援課）

須
す ど う

藤　真
し ん じ

司
（総務課）

秋
あきよし

吉　京
きょうすけ

介
（農林課）

甲
か い

斐　香
か な こ

那子
（健康・子育て支援課）

藤
ふじわら

原　陽
あきひと

人
（住民環境課）

首
しゅとう

藤　鼓
こ た ろ う

太郎
（税務課）

宇
う の

野　律
り つ と

人
（建設課）
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